
父
、
占
郎
の
こ
と
を
書
け
と
の
注
文
を
受
け
た
年

謡
岬
と
そ
の
説
明
で
守
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

安
政
五
年
二
月
十
六
日
、
群
儒
恋
冷
に
生
れ
る
。

鰭
主
は
板
倉
侯
。
兇
治
郎
吉
の
四
男
だ
っ
た
が
、

長
兄
治
郎
と
二
人
だ
け
が
成
人
し
て
、
そ
の
冏
の
十

供
は
皆
幼
く
し
て
死
ん
だ
。
従
っ
て
治
郎
と
の
間
に

安
政
五
年

寺
小
屋
で
も
学
ん
だ
が
、
四
男
な
の
で
分
家
し
て

呉
服
商
を
明
く
予
定
で
、
店
と
な
る
家
屋
も
準
備
さ

れ
て
い
た
か
ら
、
高
崎
の
呉
服
商
へ
見
習
い
に
や
ら

れ
た
。
し
か
し
二
年
ほ
ど
で
逃
げ
帰
え
り
、
以
後
三

年
間
、
新
井
白
湾
塾
に
入
り
、
経
占
を
学
ん
だ
。

元
治
元
年

儒
の
開
き
が
あ
り
、
染
に
し
て
家
誓
ら
び
に

社
会
的
に
活
躍
し
た
兄
は
、
第
二
の
親
の
よ
う
に
思

わ
れ
、
対
立
的
に
晩
成
型
と
な
り
、
一
生
厄
介
を
か

け
た
の
で
あ
る
。

「
<
X
母
に
代
り
て
叱
り
た
ま
ひ
け
む

其
愛
し
み
わ
れ
忘
れ
め
や
」

昭
和
七
年
兄
に
先
立
た
れ
た
時
の
歌
で
あ
る
。
家
楽

は
味
嘱
麺
油
雫
、
藩
の
金
融
も
引
受
け
て
い
た
。

年
末
に
新
島
先
生
帰
朝
。
安
中
に
四
週
間
滞
征
。

極
の
第
一
歩
を
畑
始
さ
れ
た
。
数
十
人
の
入
仁
者

が
あ
り
、
強
家
も
全
員
加
わ
る
。
特
に
舟
荏
の

伶
仰
綣
か
っ
九
。
安
豊
会
は
海
老
轟
器
が
、

同
志
社
在
学
中
か
ら
手
出
け
九
の
で
あ
る
。

明
治
七
年

黒
社
英
学
校
に
入
学
。
後
に
政
治
や
章
、
突

需
に
進
ん
蒜
英
学
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
、
ま
た

神
学
¥
円
と
す
る
都
組
で
も
な
い
。
一
級
上
の

駕
国
猪
一
郎
や
大
西
祝
と
組
ん
だ
、
少
数
の
文
学
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
た
。

英
文
学
は
山
崎
急
氏
や
襄
堕
ち
か
ら
導
か

れ
九
が
、
た
ま
た
ま
三
十
四
才
の
烹
生
で
桂
園
派

歌
人
池
袋
澁
が
、
神
学
校
へ
入
学
し
て
来
た
。
同

明
治
十
年

湯浅吉郎

同志社人物誌(22)

湯浅永年
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志
社
の
和
歌
熱
は
燃
立
ち
、
女
学
校
や
神
戸
女
学
院

に
も
飛
火
し
て
、
歌
稿
は
宮
内
省
の
御
歌
所
に
定
期

的
に
送
ら
れ
て
、
寄
人
た
ち
の
添
削
を
受
け
て
い
た
。

ミ
ッ
シ
,
ン
枝
に
は
讃
美
歌
も
あ
り
、
新
英
州
の
宣

教
師
は
詩
人
を
尊
重
す
る
の
で
、
歌
道
は
需
さ
れ

た
。
新
島
先
生
も
漢
詩
と
和
歌
は
た
し
な
ま
れ
た
。

そ
の
代
り
清
教
徒
的
に
、
璽
小
説
や
演
劇
は
極
端

に
排
撃
さ
れ
た
。
文
学
グ
ル
ー
プ
で
は
同
輩
の
眼
を

遁
れ
て
、
芝
居
を
見
、
円
朝
を
聞
き
、
近
松
や
西
鶴
、

馬
琴
を
共
同
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
九
。
夏

休
み
に
偏
郷
せ
ず
、
清
滝
に
籠
城
し
磊
み
ふ
け
っ

た
。
芦
花
も
こ
の
例
に
従
っ
た
。
池
袋
門
下
の
塑

は

「
浅
瀬
の
波
」
と
題
し
て
、
後
に
二
冊
本
で
出
版

さ
れ
た
。

か
よ
う
な
状
態
な
の
で
、
父
と
徳
富
と
は
卒
業
前

に
東
京
へ
進
出
し
よ
う
と
し
て
、
あ
つ
か
ま
し
く
も

新
島
先
生
に
挨
拶
に
行
っ
た
と
い
う
、
有
名
な
事
件

を
引
き
起
し
た
。
際
は
成
功
し
た
が
、
父
は
引
き

も
ど
さ
れ
て
神
学
校
に
進
ん
だ
。
な
お
明
治
十
八
年

に
は
兄
治
郎
は
徳
富
の
姉
初
子
と
再
婚
し
て
い
る
。

同
志
社
女
学
校
第
一
回
卒
業
生
で
あ
る
。

年
。
最
初
の
正
式
神
萪
卒
業
生
は
父
一
人
だ
け
だ

つ
た
。
専
攻
は
旧
約
聖
雫
、
文
学
が
多
い
か
ら
だ
。

卒
需
文
と
し
て
朗
読
し
た
の
が
新
体
詩
「
十
二
の

石
塚
」
で
あ
る
。
旧
約
「
士
師
記
」
を
十
二
段
の
叙

事
詩
と
し
て
歌
っ
た
も
の
だ
。
最
初
の
卒
条
が
牧

師
で
な
く
、
日
本
で
初
め
て
の
洋
器
人
と
し
て
現

れ
た
の
で
、
宣
教
師
た
ち
は
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く

れ
九
と
の
こ
と
。
「
十
二
の
石
塚
」
は
兄
徐
が
安

中
で
同
年
単
行
本
と
し
て
出
版
し
た
。

と
こ
ろ
が
大
正
時
代
に
な
っ
て
、
明
治
文
学
史
が

学
界
で
取
上
げ
ら
れ
て
、
創
作
新
体
詩
と
し
て
は
最

初
の
も
の
で
あ
り
、
出
版
物
と
し
て
も
番
付
け
第
一

号
と
定
ま
っ
た
。
今
日
古
f
し
て
非
常
に
珍
重
さ

れ
て
お
り
、
時
価
十
四
万
円
で
落
札
さ
れ
た
。

八
月
十
二
日
父
治
郎
吉
死
去
。
享
年
六
十
五
才
。

九
月
横
浜
出
航
米
国
に
向
か
う
。
同
窓
の
下
村
孝

太
郎
氏
と
同
行
。

ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
を
経
て
オ
ベ
り
ン
大
学
で
W

ご
.
の
学
位
を
と
る
。
引
き
続
い
て
工
ー
ル
大
学
に
進

み
旧
約
と
古
代
語
を
専
攻
ヤ
ず
.
口
の
学
位
を
得
る
。

ア
ッ
シ
リ
ャ
語
を
彫
っ
た
瓦
板
を
和
紙
を
用
い
て
拓

本
に
と
り
、
読
易
く
し
て
喜
ぱ
れ
た
。

明
治
十
八
年

六
月
同
志
社
を
卒
業
。
普
通
科
五
年
、
神
学
科
三

新
島
先
生
死
去
。

第
一
回
国
会
議
員
に
出
て
い
六
兄
治
郎
は
、
京
都

に
移
っ
て
同
志
社
の
財
政
面
を
引
き
受
け
た
。

エ
ー
ル
大
学
京
璽
論
文
は
「
箴
一
言
の
分
類
」
。

帰
朝
後
同
志
社
神
学
校
で
旧
聖
」
担
当
す
る
。

占
僻
小
都
に
帰
っ
た
父
は
、
伝
統
的
な
日
本
趣
味

に
引
か
れ
た
ら
し
い
。
庭
い
じ
り
か
ら
、
霊
裁
や
水

石
に
向
か
っ
た
。
次
に
は
谷
口
荊
山
に
つ
い
て
南
画

を
学
ぷ
。
そ
の
頃
の
京
都
は
、
文
人
画
の
天
下
で
、

四
条
派
等
の
き
れ
い
な
絵
が
勢
力
を
得
た
の
は
、
文

展
等
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
絵
は
一
生
描
い
た

.
)
、

そ
の
南
画
は
清
盟
の
細
い
も
の
だ
っ
九
。
も

力ち
ろ
ん
他
人
様
に
頼
ま
れ
て
描
く
の
だ
か
ら
、
小
品

が
大
部
分
だ
が
、
群
馬
県
の
半
田
家
等
で
は
、
四
枚

つ
づ
き
の
ふ
す
ま
絵
も
残
し
て
い
る
。

後
年
鼎
館
長
に
な
っ
た
の
で
書
肇
と
並
ん
で

古
筆
、
古
美
術
に
も
進
ん
だ
。
ま
た
展
覧
会
を
催
す

の
で
、
新
画
の
作
者
と
も
広
く
交
際
し
た
。
直
入

鉄
斉
、
松
年
、
景
年
ら
驫
ら
れ
、
栖
鳳
、
春
挙
、

米
偲
ら
の
仲
間
だ
っ
た
。
要
す
る
に
時
代
が
良
か
っ

た
の
で
あ
る
。
洋
画
の
方
も
、
浅
井
忠
に
つ
い
て
習

つ
て
い
た
。
ま
た
甥
の
一
郎
(
校
友
)
が
二
科
会
の

明
治
二
十
四
年

明
治
二
十
三
年
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創
立
員
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
京
都
展
は
第
一
回
か
ら

図
書
館
で
世
話
し
た
。
二
科
に
は
安
井
、
梅
原
ら
の

京
都
出
身
新
が
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
続
い

て
白
樺
の
同
人
も
、
ロ
ダ
ン
展
そ
の
他
を
持
ち
こ
ん

だ
の
で
、
新
し
い
洋
画
壇
と
も
接
触
し
て
い
九
。

同
志
社
で
は
二
代
月
小
崎
校
長
の
穫
、
糧
井
内

閣
の
総
欝
等
と
、
大
問
題
が
重
な
り
、
父
も
辞
職

し
て
平
安
教
会
の
牧
師
と
な
る
。
九
だ
一
人
兄
治
郎

だ
け
は
、
新
島
先
生
の
懲
を
担
う
て
、
経
営
の
責

任
を
続
け
な
け
れ
ば
ら
な
か
う
た
。

教
壇
に
立
っ
て
説
教
と
聖
害
を
朗
読
す
る
と
な
る

と
、
発
声
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
茂
山
千

五
郎
に
つ
い
て
狂
言
を
習
っ
た
が
、
一
需
と
茶
は
誰

で
も
や
る
の
で
手
控
え
た
。
父
の
平
凡
を
姉
う
つ
む

じ
曲
り
が
現
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
語
朗
読

に
貴
重
な
金
鉱
を
掘
当
て
九
。
そ
れ
は
平
家
琵
智
で

あ
る
。
京
都
御
所
職
屋
敷
の
最
後
の
波
多
野
流
検
校

藤
村
性
禅
師
が
、
細
々
あ
ん
ま
業
を
や
り
な
が
ら
、

生
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
明
治
三
十

三
年
か
ら
検
校
の
死
の
四
十
四
年
ま
で
学
ん
だ
。
そ

し
て
三
十
八
年
に
は
平
家
三
十
六
巻
全
部
済
の
免
状

を
賀
っ
九
。
全
部
済
は
父
で
終
っ
九
の
で
あ
る
。
今

明
治
三
十
二
年

日
の
よ
う
な
テ
ー
フ

.

レ
コ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
九

ら
と
惜
し
ま
れ
る
。

明
治
三
十
四
年

明
治
三
十
五
年

平
安
教
会
を
辞
す
。

そ
し
て
新
設
の
京
都
帝

大
法
学
部
講
師
と
な

る
。
し
か
し
そ
れ
は
表

面
だ
け
で
、
鼎
館
創

設
の
仕
事
を
し
た
の
で

あ
っ
た
。
同
時
に
同
志

社
女
子
部
で
も
、
シ
エ

ー
ク
ス
ヒ
ー
ア
か
ら
国

文
ま
で
、
需
と
し
て

教
え
た
。

畔
髪
Y
美
袋

凡
、

の
デ
キ
ー
戟
ト

圭
島
凌
イ
小
沸
〒

イ
一
ゞ
陣
?

い

{
運

'
『

i
ι

王
抄

f
完
生
 
4
 
n
 
竹
¥

琴
を

明
治
三
十
六
年

苓

々

の

一
、

イす
今
十
 
1

;
へ
、
L
 
?

そ

硫
1

、

・
ス
雌

{
毛

の
招
き
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
年
は
十
進
分
類
法

開
拓
る
の
デ
ユ
ウ
ィ
ー
に
も
、
直
接
学
ひ
、
談
の

図
書
祭
見
学
す
る
。
シ
カ
ゴ
で
の
讐
プ
リ
ン
ト

は
同
志
社
県
口
伽
に
寄
則
し
九
。

姑
。
京
都
府
図
嘉
長
に
就
佳
京
都
工
芸
学

校
の
講
師
も
兼
ね
、
英
文
で
西
洋
美
術
史
等
を
巡
小

せ
九
同
時
に
同
志
社
女
専
に
も
関
係
し
て
い
九
。

新
体
鑒
「
半
月
集
」
刊
行
。
帰
朝
後
も
同
志
社

文
学
や
国
民
之
友
等
に
時
折
寄
稿
し
て
い
た
の
を
集

め
た
も
の
。
半
月
と
暴
器
琵
琶
の
異
名
。

当
時
米
国
の
大
学
で
始
う
た
図
書
館
学
を
学
ぷ
九

め
阿
渡
米
し
た
。
エ
ー
ル
で
の
恩
師
ハ
ー
。
ハ
ー
博
士

が
シ
カ
ゴ
大
学
創
立
の
総
長
と
な
ら
れ
九
の
で
、
そ

入浴の図(湯浅半月画)



明
治
四
十
年

「
籏
嘉
義
」
刊
行
工
ー
ル
大
学
卒
需
文
。

岡
崎
公
園
に
鼎
館
本
館
完
成
。
当
時
辧
の
設

備
壽
り
分
類
も
新
し
く
、
特
に
翻
気
は
独

特
の
も
の
だ
っ
た
。
占
版
本
、
新
占
器
の
展
観
を

闇

.

,
'、
」

μ

、

次
々
に
催
し
て
、
社
会
教
育
に
進
出
し
た
。
そ
の
た

め
棗
方
血
か
ら
、
多
倣
の
学
者
、
文
化
人
の
来
訪

が
共
て
、
袈
室
縛
に
千
客
万
来
、
祇
園
方
西

の
案
内
役
も
さ
せ
ら
れ
、
文
学
芸
者
な
る
も
の
も
用

点
さ
れ
て
い
九
。
大
正
三
年
に
は
、
棄
謹
十
六

冊
を
刊
行
。
地
誌
昇
関
係
古
文
献
の
大
集
成
で
あ

る
。

、
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大
正
七
年

大
森
知
事
が
籍
し
た

の
で
、
父
も
辞
し
九
。
そ

し
て
単
身
上
京
、
早
大
図

爲
の
新
纏
築
長
備

に
当
る
。
浮
田
、
安
部
ら

の
同
志
社
人
も
お
ら
れ
た

.
)
、

が
、
市
黒
吉
、
坪
内
週

逢
と
交
際
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
崟
八
年
に
は

「
古
画
燮
物
語
」
を
M
行
。

京
都
の
秘
話
●
系
嫉
し

て
、
東
都
人
に
冷
水
を
浴

び
せ
た
の
だ
。
欝
、

9

膽
ら
の
序
文
が
附
い
て
い

る
0

大
正
十
年
1
十
二
年

早
大
の
仕
事
鴛
っ
た
の
で
、
迪
逃
や
寿
城
の
依

頼
で
器
鼎
纏
立
準
備
の
た
め
、
俳
優
組
合
の

世
話
を
す
る
。
今
日
の
警
伎
名
優
の
中
に
、
子
供

の
時
父
に
腎
さ
れ
た
票
い
る
貫
。
大
正
十
一

年
に
は
、
組
合
の
事
業
と
し
て
、
月
刊
雑
誌
「
劇
」

を
翻
す
る
。
特
大
版
色
刷
写
貞
も
入
れ
張
鞭

雫
あ
っ
た
釜
年
夏
ま
で
で
、
大
震
災
の
た
め
、

組
今
て
の
も
の
と
壮
<
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
正
十
二
年

六
月
詣
社
か
ら
「
畿
を
刊
行
。
韻
文
に
よ

る
筈
の
票
倫
一
李
あ
る
。
大
器
で
東
京

が
駄
同
だ
か
ら
理
年
大
阪
に
移
り
、
「
猶
太
研
究
」

と
い
う
佃
人
'
裟
綿
輯
兆
行
し
九
が
、
三
号
雙
加

で
終
っ
た
。
昭
和
三
年
に
は
、
辨
醒
社
か
ら
「
コ
ー

ヘ
レ
ス
の
園
を
刊
行
、
弔
仏
道
の
書
の
韻
文
訳
。

昭
和
四
年

上
京
し
て
兄
治
郎
の
家
に
鮒
ま
る
。
年
末
に
は
筆

片
も
^
い
^
国
^
〕
^
^
ら
^
つ
た
。
父
は
^
^
印
^

会
社
の
翻
を
し
て
い
た
が
、
図
腎
専
岡
家
と
し
て
、

新
式
の
印
刷
術
に
興
味
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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三
女
野
菊
の
婚
家
煮
心
な
真
宿
徒
だ
た
の

で
「
親
鸞
聖
人
絵
畏
」
と
い
う
叙
事
壁
作
り
、

十
数
枚
の
色
刷
細
画
も
自
か
ら
描
い
て
、
単
式
印
刷

で
、
発
行
し
九
。
続
い
て
聖
人
の
妻
「
H
尼
論

伝
」
の
叙
事
詩
も
刊
行
。

昭
和
五
年

ア
ル
ハ
社
か
ら
「
筵
言
」
と
「
ヨ
ブ
記
」
の
二
冊

を
出
版
。
昭
和
十
二
年
に
は
「
伝
道
の
書
・
雅
歌
」

及
び
「
需
」
の
二
冊
出
版
。
詩
篇
は
正
文
の
普
通

の
韻
文
訳
と
共
に
、
需
歌
と
し
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン

派
の
よ
う
に
、
讃
美
歌
風
に
唱
い
得
る
も
の
も
別
に

試
み
て
い
る
。

昭
和
十
一
年

性
時
代
」
に
、
「
日
本
人
の
読
喜
」
「
書
物
の
貸
借

と
盗
難
」
の
二
文
を
丸
器
[
学
燈
」
に
寄
稿
。
昭

和
十
五
年
の
同
志
社
の
新
島
先
龜
今
運
に
は

「
見
へ
ざ
る
神
の
御
手
と
題
し
て
、
先
生
の
生
涯

を
叙
事
詩
に
し
て
籍
し
た
。

詩
「
煙
魔
」
を
中
央
公
他
、
ま
九
「
天
宇
罪

命
」
を
河
合
酔
名
の
雑
夢
性
時
代
に
寄
稿
。

昭
和
十
三
年

「
日
本
最
籾
の
歌
」
「
詩
の
器
」
「
十
二
の
石
塚
」

を
女
性
時
代
に
寄
稿
。
宝
雲
舎
の
雑
芭
茶
わ
ん
」

に
は
、
京
都
画
壇
に
関
し
て
「
直
入
・
藹
山
」
「
御

哀
画
」
「
書
画
に
関
す
る
文
字
」
「
洋
画
家
・
鍬
斉
」

「
最
後
の
平
家
琵
琶
」
等
を
毎
号
書
い
九
。

昭
和
十
六
年

教
文
館
か
ら
「
子
言
詩
第
ニ
イ
ザ
ヤ
」
と
「
予
言

詩
イ
ザ
ヤ
書
」
の
二
佃
出
版
。

「
偶
像
に
就
き
て
」
「
女
性
の
哀
歌
」
の
二
型
L
「
女

昭
和
十
四
年

晩
年
に
は
冉
び
結
合
し
て
、
首
尾
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

た
C
と
を
宮
ぷ
ま
九
臼
本
人
と
し
て
洋
風
の
学
校

教
首
を
早
く
受
け
た
も
の
の
能
力
だ
鶴
に
達
し
て

も
、
衰
え
な
い
こ
と
を
実
証
し
て
く
れ
た
点
も
心
強

外
黒
も
使
え
慧
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

)
0

し

父
§
歌
に
つ
い
て
も
都
に
つ
い
て
も
、
理
窓

を
極
力
嫌
う
た
。
学
老
振
ら
な
い
の
で
、
多
く
の
人

々
と
交
わ
り
変
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
月
四
日
老
褒
の
九
め
、
東
京
中
野
で
死
生
。
亭

年
八
十
六
才
。
墓
は
郷
里
安
中
に
す
で
に
由
分
で
建

て
て
い
六
。
「
吾
ゆ
か
ぱ
天
に
は
父
の
ま
し
ま
し
て

か
し
こ
し
神
の
子
と
し
九
ま
は
む
」
と
刻
っ
て
あ
る
。

年
頭
に
「
十
二
の
石
塚
1
処
女
出
版
の
器
」

な
る
文
を
、
興
文
に
籍
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
不

暴
に
も
絶
筆
と
な
っ
九
。

昭
和
十
八
年

(
桟
友
・
女
子
大
学
嘱
託
需
)

以
上
の
よ
う
に
中
年
期
に
は
多
趣
味
に
発
展
し

て
、
神
学
を
忘
れ
、
聖
忘
れ
九
よ
う
に
見
え
る
が
、

「
我
家
の
人
々
」
(
岡
伝
。
庶
穫
戦
災
で
焼
失
し

九
)「

半
月
鑾
「
福
音
百
首
」
?
ル
コ
伝
に
ょ
る
和

歌
)「

教
訓
百
首
」
?
タ
イ
伝
ル
カ
伝
に
ょ
る
和
蔀
)

「
神
代
の
敵
」
(
古
器
の
妾
醤

「
古
需
の
大
神
話
」
(
古
事
犀
文
壽
の
形
に

配
列
し
九
も
の
と
、
晶
訳
の
二
種
)

「
エ
レ
ミ
ャ
の
哀
歌
」
(
{
元
訳
)

「
ル
ツ
記
」
(
完
訳
)

一
.
エ
ス
テ
ル
記
」
(
完
訳
)

「
エ
レ
ミ
ャ
記
」
(
第
四
十
登
ま
で
、
未
完
)

遺
棺
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